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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

福
岡
県
等
の
麦
の
穂
発
芽
等
の
損
害
に
対
す
る
救
済
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

昭
和
五
十
七
年
六
月
十
九
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一 

 



 

例
え
ば
福
岡
県
で
は
、
六
月
三
日
現
在
で
、
小
麦
の
作
付
け
一
万
七
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
、
二
千
九
百
八
十

三
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
被
害
が
で
て
お
り
、
二
条
大
麦
の
場
合
は
、
六
千
五
百
九
十
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
作
付
け
の
う
ち

千
八
百
六
十
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
被
害
が
発
生
し
て
い
る
。 

福
岡
県
を
は
じ
め
、
佐
賀
県
・
長
崎
県
・
熊
本
県
な
ど
北
部
九
州
地
域
で
は
、
刈
取
り
適
期
の
降
雨
等
に
よ

り
、
昭
和
五
十
七
年
産
麦
に
つ
い
て
穂
発
芽
、
赤
カ
ビ
病
等
の
被
害
が
相
当
規
模
で
発
生
し
て
い
る
。 

一 

政
府
は
、
こ
う
し
た
麦
の
穂
発
芽
等
の
事
態
に
つ
い
て
、
実
情
を
ど
う
把
握
し
て
い
る
か
。 

二 

政
府
は
、
昭
和
五
十
六
年
北
海
道
で
、
台
風
に
よ
り
穂
発
芽
等
が
発
生
し
た
際
、「
農
業
災
害
補
償
法
」
に
基 

こ
れ
ら
の
救
済
に
つ
い
て
以
下
質
問
す
る
。 

こ
の
被
害
に
よ
り
、
麦
作
農
家
は
深
刻
な
生
活
不
安
に
脅
か
さ
れ
て
い
る
。 

福
岡
県
等
の
麦
の
穂
発
芽
等
の
損
害
に
対
す
る
救
済
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

三 

 



 

 

四 

づ
い
て
、
品
質
低
下
に
よ
る
減
収
分
を
補
て
ん
す
る
た
め
、「
損
害
評
価
に
関
す
る
特
例
措
置
」
を
講
じ
、
そ
の 

被
害
の
救
済
に
当
た
つ
た
が
、
今
回
の
福
岡
県
等
に
お
け
る
被
害
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
措
置
を
講
ず
る
べ
き 

だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

三 

政
府
は
等
外
麦
は
も
と
よ
り
、
規
格
外
麦
に
つ
い
て
も
、
政
府
買
入
れ
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 


